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⽩⽯哲也（⼭形⼤学学⼠課程基盤教育院・准教授）
� �「世界の⿂醤⽂化から⾒た⾶島塩⾟」
松本剛（⼭形⼤学⼈⽂社会学部・教授）
� �「⾶島にて消えゆく伝統を前にして考えたこと」
奥野貴⼠（⼭形⼤学理学部・教授）
� �「⿂醤樽に広がる微⽣物の世界と解析⽅法の開発」
髙⽊牧⼦（⼭形県⽔産研究所・主任専⾨研究員）
� �「イカが消えた海ー⾶島から⼭形の漁業を考えるー」
五⼗嵐 �悠（⼭形県⽔産研究所・研究員）
� � �「⾶島の「塩⾟」の正体は ! ?その製法にせまる」

1 3 : 3 0 ‐ 1 5 : 0 0

⿂醤をご存じだろうか？実は、⼭形にも⿂醤

（塩⾟）が存在する。⾶島の塩⾟（⿂醤）を

通じて、「伝統とは何か」を考えたい。

場所： � S AKATANTO (酒⽥港)
所在地：9 9 8 - 0 0 3 6 �⼭形県酒⽥市船場町2丁⽬5 - 1 5
交 �通：酒⽥駅より⾞1 0分、酒⽥ ICより⾞1 5分

申込みはこちら！

申込期限: �１１⽉３⽇（⽇）

共催：YU -COE（M）「塩と⿂の⾷⽂化研究拠点」（代表：⽩⽯哲也）
    � � � S A KATANTO・⼭形県⽔産研究所

定員： � 3 0名（空きがあれば当⽇参加可） �
参加費： �５００円（コーヒー代）
参加対象者： �どなたでも可

↓SAKATANTO

サイエンスカフェ
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